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手技と電療を併用した膝・下肢に対する治療 
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【良い電療機器とは？】 

今日まで多数の電療機器が紹介されている

が、比較検討した報告は無いと考えている。

それぞれの機器に適応と限界、長所と短所が

ある様で、それらは不明・曖昧な点も多いと

思われる。なぜなら、治療成績を为観的、客

観的に評価する方法が乏しく、今後も困難な

課題と推測する。 

医師の手術成績でも、これらの事が話題と

なり、どの方法が優位か判断できないと聞い

たこともある。 

電療機器の比較検討が出来ないということ

は『どれがより良い電療機器なのか？』につ

いては誰にも判断出来ないという現況である。 

【経験医療】 

今回の治療法は、基礎的研究・調査・分析

が無く経験医療的事項が大半で、日本柔道整

復接骨医学会名誉会長の信原克哉先生の言わ

れる、-やった-、-効いた-、-発表した-、的

な意味を否定しない。 

宗田 1）の、-どうやったら、痛みをやわら

げられるのか、一人一人の医者はいわば「経

験的に」患者を指導している-、と言う様に治

療はこれでなければいけないといった、絶対

的な解答はない。同様に同じ病態でも柔道整

復師の行う治療も、経験や考え方などによっ

て様々な治療が行われているものと推測する。 

【痛みをかなり確実に消失】 

膝関節には実に多くの疾患があり、恐らく

身体の関節の中で、最も疾患数が多岐にわた

るであろう２）、と言われるが、大半は柔道整

復師治療の守備範囲と考えている。 

膝・下肢に対しての治療で、効果、即効性

が大変満足するレベルで有り、一般的な“膝

が痛い”という为訴で来院する患者（亜急性

損傷などを対象）に、一度の治療でも以前の

治療と比較すると、かなり確実に痛みを消失

できる方法を発見した。 

患者からも絶大な信頼を得ており、接(整)

骨院の保存的治療の守備範囲が拡大可能と思

われる。当院では“魔法の治療”と呼称して

いる。 

膝・下肢の治療に関し super expert に一歩

近づいた感も有り、文献調査した事項を交え

て実技報告する。 

【支部学術講習会より】 

平成１８年度、山形県接骨師会置賜支部学

術講習会にて、東京医科歯科大学大学院教授

（整形外科教授）、宗田 大先生より「魔法の

手、膝の痛みを取る名人３）」とも思われる痛

点ストレッチ３）４）５）の実技講習をご教授い

ただいた。この痛点ストレッチの応用手技（全

く同じ方法かどうか判断出来ないので応用手

技と表現）を行う。脊椎マニピュレーション

６）やＡＫＡ７）の様な熟練を要さない方法で

ある。  

【モバイルサイバー9000 の使用】 

モバイルサイバー9000、㊑ブレス社製『品

名：低周波治療器、治療波形：矩形波（群波

形）』を使用する。 

痛点ストレッチの応用手技と併せて治療す

ることで膝関節・下肢を即軽くする治療法を

発見した。実際に私が行っている方法のみ行

い、機器の詳細な説明は割愛する。様々に汎

用可能であり、私の sensibility では良い電

療機器と思う。 

【なぜ軽くなるのか？】 

➀痛点ストレッチ応用手技で膝関節（屈）

伸展機構に重要な役割を果たす膝蓋骨の可動

性がよくなり、(ａ)関節の機能回復に大きく

関係する事。 

関節機能回復の特徴的事項 

（Ⅰ）tight な動きの膝蓋骨を最大限に動か

すことにより関節包などのストレッチ
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効果、それにより歩行時膝蓋大腿関節

に加わる負荷（平地歩行で体重の０．

５倍８））の減尐(推測) 

（Ⅱ）膝蓋骨外側縁上部付近の軟部組織の痛

みに着目し治療 

（Ⅲ）膝関節の伸展、屈曲のＲＯＭが増大。 

特に伸展が３度程度改善し、歩行時膝

屈曲位姿勢の改善 

（Ⅳ）屈伸がスムーズになる 

（Ⅴ）歩行（脚）が軽くなる 

➁モバイルサイバー9000 の電療による

様々な効果による。 

電療効果（推測） 

（Ⅰ）痛点ストレッチ応用手技時の疼痛緩和 

（Ⅱ）筋のストレッチ＆マッサージ様効果 

大 腿 四 頭 筋 下 1/2、 腓 腹 筋 全 体 、

fabella 周囲の筋、腓骨筋、膝窩部周

囲の大腿二頭筋、半腱様筋、半膜様筋

など 

※ストレッチにより痛みの閾値が高く

なり痛みを訴えにくくなる３） 

（Ⅲ）下肢血流改善 

（Ⅳ）歩行（脚）が軽くなる 

【治療効果のまとめ】 

➀＋➁が膝関節屈伸機構異常の組み合わせ

を減尐し、痛みの悪循環３）の改善、膝の正常

な運動力・機能性などを回復する事などによ

り、膝・下肢が即軽くなり、(ｂ)疼痛の除去

に著しく結びつくものではないかと推測して

いる。 

また診察時に“医者の場合お皿を無視する

場合が多い”９）とあるが、この膝蓋骨に着目

した治療法で、他の医療機関で良くならない

患者が良くなる症例が非常に多い現況であり、

患者にとっては大きな福音であろう。また定

期的に治療することでは、(ｃ)疾患の進行の

防止などにも応用できると考えている。

(ａ)(ｂ)(ｃ)は変形性関節症の治療の目的と

もいわれる。 

しかし、治療後にどのような変化があるの

か？という基礎的研究・調査・分析は無く、

経験医療であり問題を残している。この部分

に関しては科学的メスを入れる手段を模索中

である。 

【過去の訂正事項】 

私が平成１２年に第２３回東北ブロック

学会で行った実技『膝関節における柔道整復

師としての診察事項  -半月板損傷、前十字

靱帯機能不全を中心に-』の際、質疑応答で、 

Ｑ．タナ障害の患者に、我々が出来る良い治

療方法はないか？ 

Ａ．良い方法は無いので、手術などを考慮す

るべきだ！ 

の応答(Ａ.)に変更が生じたので新たに回答

し、この方法も行う。この治療法によりタナ

障害に優れた治療効果を得られる事が判明

した。接(整)骨院で行えるタナ障害の良い保

存的治療に出会うまで、柔道整復師免許取得

後２２年程経過している。 

【希望する事】 

条件さえ整えば今すぐ可能な治療方法で

ある。高齢化社会の進行とともに膝・下肢の

症状を訴える患者は増加する傾向が予想さ

れる。これらに対する理想的な治療プログラ

ムの一端となり、柔道整復は痛みの民間療法

６）と誤解されないように、宗田１）の言う『も

っとも快適で治療効果のある施設』、患者か

らそれは『接(整)骨院』とよりいっそう認識

してもらいたい。また患者の目指している身

体・関節の健康状態を目標に、できるだけ早

く、無駄無く導くことの出来る柔道整復師と

なるように、この治療法が、この方面の研究

（例：肩、腰を即軽くする、etc.）をいっそ

う促進させる引き金となることを望む次第

である。 

（御協力をいただきました株式会社カナケンの鬼立氏に

深謝いたします。） 

当日、膝が調子悪い、肉ばなれ、モデルなど体験ご希

望の方はお申し出下さい。またご体験いただいた方に、

ご意見、ご感想を是非お願い申し上げます。
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